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研究成果の概要（和文）：ここ数年、文のポライトネス・配慮表現に関する研究が活発に行われ

るようになってきた。そこでは、文末のモダリティに関わる成分や副詞などが主な考察の対象

となっているが、本研究では、それ以外にも、副助詞、ボイス、テンス・アスペクト、引用形

式などの文法カテゴリーや、意志的なコントロール性も配慮表現として機能していることを明

らかにし、より広い視点からの研究が必要であることを示した。また、外国人学習者にとって

配慮表現の習得が困難であること実証的に検証し、このような面に留意した日本語教育が必要

であることを示した。 

 
研究成果の概要（英文）：Although many Japanese consideration expression researches are 
made these days, the many are targeting modality expression of the sentence end, and the 
adverb. It is a clear thing that they are the main elements of consideration expression. 
However, many grammatical ingredients in connection with consideration expression exist 
besides it. This research points out that adverbial particles, the voice of verbs, the 
tense and aspect, the form of quotation, and the will characteristics of the movement 
are participating in consideration expression. And it was pointed out that the Japanese 
language education which cared about consideration expression is required. 
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１．研究開始当初の背景 

語用論研究において、20 世紀終盤から急速
に注目を集めているトピックとしてポライ

トネスがある。ポライトネスとは、会話にお
ける当事者同士の互いの面子を保持する等、
人間関係の維持を慮って円滑なコミュニケ



ーションを図ろうとする際の社会的言語行
動 を 指 す 。 こ れ に つ い て Leech(1983) 
Principles of Pragmatics は、自己と他者
に及ぶ利益・負担への配慮に関する７項目の
ポライトネスの原理を立て、 Brown & 
Levinson(1987) Politeness は、ポライトネ
スについて、相手のフェイス（社会生活を営
む上で他者との人間関係に関わる基本的欲
求。面子）を脅かさないように配慮して行わ
れる言語行動と定義した。これらは普遍性の
ある理論と予想されるが、個別言語としては
英語において関心を集めるにとどまってい
た。 

一般に、日本語における対人配慮に関わる
敬語以外の言語表現としては、意見を述べる
際の文末の言語形式「～のではないだろう
か」「～のようだ」のような断定を避ける形
式などが想起される。しかし、対人配慮を表
す言語表現、本研究で述べるところの配慮表
現は更に広い言語現象として存在している。
例えば、「ビールでももらおうか」の「でも」
や「ビール、3 本くらい持ってきて」の「く
らい」なども対人関係の円滑化に役立ってい
ると思われるが、このような「でも」や「く
らい」も配慮表現の射程に入る言語表現と言
えるだろう。また、「ちょっと」「あいにく」
等の副詞類や、対話において前置きとして機
能するようなタイプの従属節、「いいにくい
んですが」「こんなこと申し上げていいのか
どうかわからないのですが」といった表現、
さらには話すことを躊躇していることを示
すような非言語行動も、配慮表現或いは「配
慮行動」として位置づけることが可能である。
これまで研究対象として取り上げられるこ
とは少なかったが、かかる面から日本語の研
究を進める必要性は非常に高いと考えられ
た。 

また、このような多様な形態によって表さ
れる配慮表現を日本語学習者はどのように
習得するのか、習得しにくいものにはどのよ
うなものがあるのかを検討する必要もある。 

上記のような理由から、日本語の配慮表現
にはどのようなものがあるのかを考察し、外
国語との対照研究を行い、その成果を日本語
教育に活かしていくことが必要であると考
えた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は以下の４点を目的とした。 
 
（１）日本語の配慮表現の抽出と理論化 

日本語における配慮表現の多様性に注目
し、その言語現象に該当するものを詳細に調
査し、用例とともに収集し、可能な限り理論
的説明を与えていく。 

 

（２）配慮表現の対象研究 
日本語において見いだされた配慮表現が、

他言語においてどの程度普遍的に見いだせ
るのか、また、見いだせるとしたら、構造の
異なるそれらの他言語において、どのような
形式を用いるのか、などについて、対照研究
の観点から調査を行う。 
 

（３）日本語学習者の配慮表現習得 
日本語と他言語とで異なる配慮表現のあ

り方が、日本語学習者にどのような影響を与
えているかを調査する。 
 

（４）日本語教育への応用 
日本語及び外国語での配慮表現の研究成

果を日本語教育に活用し、外国人学習者に配
慮表現をさせるための方法を検討する。 
 
以上の観点から日本語の配慮表現につい

ての考察を進め、その成果を日本語教育に活
用することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
（１）データの収集 
研究を進めるにあたり、まず、日本語の配

慮表現にどのようなものがあるのかを明ら
かにしていく必要があった。そのため、以下
の方法でデータを収集した。まず、テレビの
インタビュー場面や、バラエティー番組にお
ける会話など、自然な会話データと判断でき
るものを録画した。また、大学生の日常会話
の録音を行い、生データの収集も実施した。
これらを基礎資料として利用し、日本語の配
慮表現と考えられる表現形式が、実際の会話
の中にどのように現れているか、どのように
使用されているのかの分析を進めた。 
 
（２）配慮表現の理論的考察 
データ収集作業と平行して、語用論、発話

行為論との関連から、日本語の配慮表現を理
論的にどのように体系化できるのかについ
て考察を進めた。 
 
（３）対照研究 
日本語、中国語、韓国語における配慮表現

について、海外の研究協力者と共同で、主に
語用論的な観点から分析を進めた。語用論・
発話行為論と配慮表現との関連、配慮表現研
究の語用論における体系化を山岡が中心と
なって行った。また、文末のムード形式とポ
ライトネスとの関係、文中の副詞とポライト
ネスとの関係について牧原が、また、日本語
の引用形式と配慮表現との関係、外国語での
引用形式の用い方などについて小野が、それ
ぞれ中心となって検討を進めた。 
 



（４）日本語教育への応用 
日本語学習者が配慮表現をどのように運

用することができているかを考察するため、
中国語・韓国母語話者を対象として、意見を
述べる、自己推薦状を作成するなどの内容で
文章を作成させデータを収集した。それら収
集したデータを配慮表現の使用状況という
観点から分析し、配慮表現の習得、運用にお
ける問題点がどのようなところに存在する
か検討した。 
 
 
４．研究成果 
（１）配慮表現の類型化と理論化 

資料の分析から、日本語の配慮表現は、い
わゆる敬語表現にとどまらず、数多くの文末
表現に観察されることがわかった。また、文
末表現に限らず、文中の副詞も配慮表現的
（聞き手に対する対人配慮を表す用法）に用
いられる用例が多数観察された。さらに、文
末のムード形式や文中の副詞、あるいは副詞
的成分（副詞節も含む）以外にも、ボイス、
引用表現、テンス・アスペクトの使い分け、
取り立て詞の使用なども配慮表現として用
いられていることが明らかとなった。また、
本来は他の発話機能を持つ文を転用するこ
とによる配慮表現も数多く見られ、例えば介
護の現場で用いられる「起きますよ」のよう
な形で用いられる行為要求表現などは外国
人学習者にとって習得や使用の難しいもの
であることがわかった。 

配慮表現を実際の言語事象から考察する
こと、及び理論的な位置づけを行うことは、
語用論の側面からの日本語研究を更に押し
進めることにつながったと考える。2010 年に
は、本科研費研究の成果を元に研究代表者及
び研究分担者で執筆した『コミュニケーショ
ンと配慮表現』（明治書院）が出版された。
本書での考察は、今後日本語についての語用
論的な本格的な考察を進めるにあたって、広
く有効な知見を提示できたと思われる。 
 
（２）対照研究の側面 

日本語の配慮表現に関わる様々な言語現象

について考察を進める一方で、海外の研究協

力者と共に中国語、韓国語での配慮表現の諸

相についても検証を行った。日本語と韓国語

との対照研究では、特に終助詞の使用におい

ていくつかの顕著な差が見られることがわか

った。中国語との対照研究では、中国語では

状況指示方の命令・禁止表現が使われにくい

こと、日本語と比較して、動作の意志的なコ

ントロール性を自動詞と他動詞の使い分けで

表し分けることが少ないことなどが明らかと

なった。 

 

（３）日本語学習者の配慮表現の習得と運用 

外国人学習者にとっての配慮表現の修得と

その使用の困難さについて実証的な検証を進

めるため、中国語・韓国母語話者を対象とし

て、意見を述べる、自己推薦状を作成するな

どの内容で文章を作成させ、配慮表現という

観点からどのような問題が見られるかについ

て検討した。その結果、作成された文章例か

ら、文のポライトネスという部分でも、母国

語における言語使用の在り方が日本語の言語

運用に干渉していることが見て取れ、母国語

で問題ない表現をそのまま日本語訳すること

によって、対人配慮という観点から見て問題

を含む表現が生産されていることが明らかと

なった。 

これまでに出版された日本語教材でも度々

言及されている事柄、例えば意見を述べる際

に断定を避けるといったような部分では比較

的良好な習得がなされていたが、複数の学習

者が上手く使用できないいくつかの例も見つ

けることができた。例えば、レポートでこれ

から検討するテーマを提示する際、日本人で

あれば「以下では○○について検討したい」

という表現を用いると思われるが、中国人学

習者には「以下では○○について検討しよう

」という表現が散見された。また、自己推薦

状で自己の誇るべき出来事に言及する場合、

日本人であれば「優秀な成績を収めることが

でき、3年生の時には××奨学金を得ることが

できました」のように可能形を用いる場面で

、「優秀な成績を収め、3年生の時には××奨

学金を受けました」のような表現をとってし

まうことなどである。これらの表現は、これ

まで配慮表現として機能していると言及され

ることがなかったものである。そのため、特

に注意を払うことなく、母国語で使用する表

現形式をそのまま日本語化してしまうことに

より、丁寧さの欠ける表現となっていること

が見て取れる。 

今後の日本語の配慮表現研究の進展と、そ

の成果の日本語教育への応用が強く求められ

る。 
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